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市のお知らせなど
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（広告）

（
非
課
税
）
証
明
書
等
必
要
書
類
を

市
役
所
５
階
教
育
部
庶
務
課
へ
本
人

が
持
参
※
申
請
書
の
配
布
・
受
付
は
、

６
月　

日
�
を
除
き
土
曜
・
日
曜
日

２４

は
行
い
ま
せ
ん
﹇
結
果
の
通
知
﹈
奨

学
生
適
格
者
選
考
審
査
会
で
選
考

後
、
７
月
下
旬
ま
で
に
本
人
に
郵
送

で
通
知
※
前
年
度
の
奨
学
生
も
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
﹇
問
合
せ
先
﹈

教
育
部
庶
務
課

■
日
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
依
頼
会
員
受
付

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
を
援
助
す
る
市
民
同
士
の
助
け
合

い
の
会
員
組
織
で
す
（
登
録
無
料
）。

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」
の

気
持
ち
で
ゆ
と
り
を
持
つ
子
育
て
を

応
援
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
６
月
５
日
�
・　

日
�
午

１９

前　

時
〜
正
午
﹇
会
場
﹈
地
域
子
ど

１０
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
万
願
寺
﹇
対

象
﹈　

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤

２０

・
在
学
者
﹇
問
合
せ
先
﹈
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
�　
５８９

・
７
６
１
６
）

■
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域

福
祉
活
動
計
画
策
定
市
民
委
員

　

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動

の
計
画
作
り
を
行
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

﹇
任
期
﹈
７
月
１
日
�
〜
平
成　

年
１９

３
月
末
。
策
定
委
員
会
は
原
則
平

日
、
年
４
回
を
予
定
﹇
対
象
﹈
市
内

に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ

れ
て
い
る
地
域
福
祉
に
積
極
的
に
関

与
す
る
意
思
の
あ
る
方﹇
募
集
人
数
﹈

２
人
※
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考

﹇
応
募
方
法
﹈
６
月　

日
�
ま
で
に

１６

封
書
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。
参
加
の

動
機
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒　

―
０
０
１
１
日
野
本

１９１

町
７
の
５
の　

日
野
市
社
会
福
祉
協

２３

議
会
（
�　

・
２
３
１
９
�JD

A０

５８２

２２３６
＠
nifty.com

）
へ

 
■
市
立
病
院
職
員

▼
正
規
職
員

﹇
職
種
﹈
助
産
師
・
看
護
師﹇
応
募
人

数
﹈　

人
﹇
応
募
資
格
﹈
昭
和　

年

１８

４１

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
有
資
格
者

﹇
試
験
日
﹈
�
７
月
６
日
�
�
８
月

９
日
�
午
前　

時
か
ら﹇
提
出
書
類
﹈

１０

所
定
の
試
験
申
込
書
（
写
真
添
付
。

市
役
所
４
階
職
員
課
、
市
立
病
院
３

階
総
務
課
で
配
布
※
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
）、
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明

書
、
成
績
証
明
書
、
資
格
証
明
書
の

写
し
﹇
応
募
方
法
﹈
�
６
月　

日
�

２３

�
７
月　

日
�
ま
で
に
、
〒　

―
０

２８

１９１

０
６
２
多
摩
平
４
の
３
の
１
日
野
市

立
病
院
総
務
課
（
�　

・
２
６
７
７
）

５８１

へ
本
人
が
郵
送
ま
た
は
持
参
※
住
所

・
氏
名
を
記
入
し
、　

円
切
手
を
張

８０

っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
型
３
号
）
を

同
封

▼
臨
時
職
員

﹇
職
種
﹈
�
助
産
師
・
看
護
師
�
薬

剤
師
﹇
応
募
資
格
﹈
有
資
格
者
で
健

康
な
方
﹇
募
集
人
数
﹈
�
若
干
人
�

１
人
﹇
応
募
方
法
﹈
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
及
び
資
格
証
の
写
し
を
、
〒

　

―
０
０
６
２
多
摩
平
４
の
３
の
１

１９１日
野
市
立
病
院
総
務
課
（
�　

・
２

５８１

６
７
７
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

■
市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

身
近
な
場
所
で
、
気
軽
に
楽
し
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

﹇
時
間
﹈
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
の

都
合
の
よ
い
時
間
※
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
﹇
活
動
内
容
﹈
来
院
さ

れ
た
方
の
案
内
、
車
い
す
の
付
き
添

い
、
入
院
患
者
さ
ん
の
話
し
相
手
、

通
訳
ほ

か﹇
対
象
﹈　

歳
以
上
の
健
康
な

１６

方
﹇
問
合
せ
先
﹈
市
立
病
院
総
務
課

（
�　

・
２
６
７
７
）

５８１

■
母
子
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

健
康
課
が
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
母
子
保
健
の
事
業

で
、
親
子
の
見
守
り
、
保
育
や
手
助

け
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
活
動
で

す
。
子
育
て
や
子
ど
も
に
関
心
が
あ

る
方
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
な
ど

を
募
集
し
ま
す
（
薄
謝
あ
り
）。

﹇
申
込
み
﹈
健
康
課
（
�　

・
４
１

５８１

１
１
）

■
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員

﹇
勤
務
日
数
・
時
間
﹈
週
３
日
、
１

日
５
時
間
（
土
曜
・
日
曜
日
の
勤
務

あ
り
）﹇
勤
務
場
所
﹈
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
地
域
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
万
願
寺﹇
内
容
﹈親

子
ひ
ろ
ば
事
業﹇
資
格
﹈保
育
士
、
幼

稚
園
・
小
学
校
教
員
免
許
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
方﹇
年
齢
﹈概
ね

　

歳
ま
で
﹇
選
考
方
法
﹈
書
類
審
査

４０後
、
面
接
﹇
応
募
方
法
﹈
６
月　

日
１５

�
（
必
着
）
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

添
付
）、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
、
〒

　

―
０
０
２
４
万
願
寺
２
の　

の
７

１９１

２４

万
願
寺
タ
ウ
ン
ビ
ル
２
階
地
域
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
万
願
寺
（
�

　

・
１
３
１
２
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参

５８６■
市
民
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
活
動
支
援

補
助
金
の
対
象
事
業

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
関

わ
り
、
協
働
主
体
と
し
て
活
動
し
て

い
こ
う
と
す
る
市
民
活
動
団
体
の
事

業
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

﹇
応
募
資
格
﹈
市
内
に
活
動
拠
点
が

あ
る
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
を
始
め

よ
う
と
す
る
、
構
成
員
が
２
人
以
上

の
市
民
活
動
団
体
﹇
補
助
対
象
﹈
平

成　

年
度
中
に
応
募
団
体
が
自
主
的

１８
に
実
施
す
る
社
会
貢
献
を
目
的
と
す

る
公
益
的
な
事
業
で
あ
っ
て
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
�
新
規

の
市
民
活
動
団
体
の
結
成
を
目
的
と

す
る
�
活
動
分
野
の
拡
大
を
目
的
と

す
る
�
活
動
に
携
わ
る
会
員
の
拡
大

を
目
的
と
す
る
�
任
意
団
体
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
格
取
得
を
目
的
と
す
る
�
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を

目
的
と
す
る
※
他
の
行
政
機
関
等
で

実
施
し
て
い
る
財
政
的
な
支
援
対
象

と
な
っ
て
い
る
も
の
、
政
治
活
動
、

宗
教
活
動
及
び
営
利
を
目
的
と
す
る

も
の
は
除
く
﹇
補
助
金
額
﹈
補
助
事

業
予
算
額
の
４
分
の
３
を
上
限
と
し

て
、
総
額　

万
円
の
範
囲
内
で
決
定

５０

﹇
選
考
方
法
﹈
選
考
委
員
に
よ
る
書

類
審
査
﹇
応
募
方
法
﹈
６
月　

日
�

２０

ま
で
に
市
民
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
活
動

支
援
補
助
金
交
付
申
込
書
、
事
業
提

案
書
、
事
業
予
算
書
、
定
款
ま
た
は

会
則
、
規
則
を
、
〒　

―
０
０
１
１

１９１

日
野
本
町
１
の
６
の
２
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
内
地
域
協
働
課
（
�　

・
５８１

４
１
１
２
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

■
奨
学
生
（
高
校
生
）

﹇
奨
学
金
﹈
月
額
６
千
円
﹇
対
象
﹈

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
�
高
等

学
校
（
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
の
高

等
部
を
含
む
）、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
の
高
等
課
程
に
在
学
し
、
学

習
意
欲
が
あ
り
、
生
活
態
度
が
健
全

�
本
人
と
保
護
者
が
昨
年　

月
１
日

１０

か
ら
市
内
に
在
住
（
寮
生
活
等
在
学

校
の
規
則
に
よ
る
場
合
を
除
く
）
�

他
の
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
て
い
な

い
�
保
護
者
の
所
得
の
合
計
額
が
制

限
以
下
﹇
募
集
人
数
﹈　

人
﹇
申
請

７０

書
の
配
布
﹈
市
役
所
５
階
教
育
部
庶

務
課
で
配
布
※
郵
送
希
望
者
は
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、　

円
切
手
を

９０

張
っ
た
返
信
用
封
筒
と
学
年
（
１
年

生
は
卒
業
し
た
中
学
校
名
も
）
を
記

入
し
た
紙
片
を
同
封
し
、
〒　

―
８

１９１

６
８
６
日
野
市
役
所
教
育
部
庶
務
課

へ
請
求
を
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
請
書
等
必
要
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
（
各
学
年
等
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
﹇
申
込
み
﹈
６
月
９
日
�
〜　
３０

日
�
に
申
請
書
（
保
証
人
が
１
人
必

要
。
保
護
者
可
）、
奨
学
生
推
薦
書

（
１
年
生
は
在
学
証
明
書
も
必
要
）、

世
帯
全
部
の
住
民
票
、
本
人
の
父
母

そ
れ
ぞ
れ
の
平
成　

年
度
の
課
税

１８

　

京
王
線
高
幡
不
動
駅
は
、
安
全

で
快
適
な
誰
も
が
使
い
や
す
い
駅

に
す
る
た
め
、
平
成　

年
３
月
末

１９

の
完
成
を
目
指
し
、
駅
舎
建
替
え

及
び
連
絡
通
路
設
置
の
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
工
事
の
進
行
に

伴
い
、
６
月　

日
�
か
ら
改
札
口

１１

を
駅
舎
３
階
へ
移
動
し
、
北
口
の

利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
京
王
電
鉄
�
施
設

管
理
所
（
�　

・
５
５
９
０
）、
市

５９４

都
市
計
画
課

プ
ー
ル
北
側
の
道
路
脇
に
は
、
ト
マ

ト
の
旗
を
上
げ
た
直
売
所
が
並
ぶ
た

め
、
こ
の
道
を
「
ト
マ
ト
街
道
」
と

呼
ぶ
方
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

堀
之
内
農
事
研
修
会
長
の
伊
藤
通

夫
氏
に
よ
る
と
、
市
内
で
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
が
本
格
的
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら　

年
ほ
ど

４０

前
か
ら
で
、
当
時
は
市
場
出
し
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は

直
売
が
主
流
。
日
野
の
ト
マ
ト
の
品

質
が
高
い
の
は
、
有
機 
堆  
肥 
の
使
用

た
い 
ひ

と
減
農
薬
栽
培
の
た
め
。
全
国
か
ら

宅
配
の
注
文
が
来
る
ほ
ど
伊
藤
氏
の

ト
マ
ト
は
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、

「
最
初
か
ら
最
後
ま
で
手
間
が
掛
か

る
の
が
ト
マ
ト
。
寒
い
時
期
の
温
度

管
理
が
一
番
大
変
、
下
手
を
す
る
と

全
滅
で
す
か
ら
」
と
伊
藤
氏
。
昨
今

の
燃
料
高
騰
も
悩
み
の
種
で
す
。

　

ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
は
、
６
月
い
っ
ぱ

い
く
ら
い
で
終
わ
り
、
７
月
に
な
る

と
露
地
も
の
が
出
回
り
始
め
ま
す
。

ト
マ
ト
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
な
う

え
、
ガ
ン
予
防
の
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
リ
コ
ピ
ン
を
多
く
含
ん
で
い

ま
す
。
真
っ
赤
に
熟
し
た
甘
い
日
野

産
ト
マ
ト
は
、
生
食
が
一
番
で
す

が
、
ト
マ
ト
料
理
に
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
。
お
い
し
い
料
理
法
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

（
産
業
振
興
課
）

　

市
で
は
、「
地
元
で
生
産
し
た

も
の
は
、
地
元
で
消
費
し
よ
う
」

を
意
味
す
る
「
地
産
地
消
」
を
推

進
す
る
た
め
、
今
号
か
ら
日
野
の

農
産
物
を
紹
介
し
ま
す
。
第
１
回

目
は
、
上
か
ら
読
ん
で
も
、
下
か

ら
読
ん
で
も
同
じ
「
ト
マ
ト
」
で

す
。

　

農
業
統
計
に
よ
る
と
、
市
内
の

平
成　

年
度
農
業
産
出
額
の
ト
ッ

１６

プ
は
、「
日
本
梨
」
で
、
産
出
総
額

の　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

１５
と
ほ
ぼ
同
率
で
並
ん
で
い
る
の

が
、「
ト
マ
ト
」
で
す
。
年
間
収
穫

量
は　

�
で
多
摩
地
域
で
は
、
八

３５１

王
子
市
に
次
ぐ
収
穫
高
で
す
。

　

ト
マ
ト
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て

い
る
地
域
は
、
栄
町
、
川
辺
堀
之

内
、
平
山
地
区
な
ど
。
特
に
市
民

▲「接木なしの自根栽培だから
おいしい」と伊藤氏

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日６月１１日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日）））））））））））））））））））））））））（日） 
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららら始発から

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�


